
75GHzトランスバーターの製作    de JA1ELV/太田   2000/09/27 
 
８月のハムフェア― YAMA ブース デモストレーション用にと思い ７５GHｚトランスバー
ターを突貫で２台製作してみました。特殊部品を使用しないことを前提に、２４GHｚや４７GH
ｚの実験に使い終わった手持ちの TRV を使用し、クリスタルの変更と導波管ミサーの製作程度の
改造に収めましたので変換効率等、無理が有りますが立派に遊べます。 
 
重畳型ヘテロダイン トランスバーター 
送信系統 原発６２．０MHｚを４００逓倍
し２４．８GHｚの局発信号 Loを作ります。 
この Loと IF(親機)の１．２８GHｚがミック
スされ出力側には Lo と（Lo+1.28GHz＝
26.08GHz）LIF と（Lo-１．２８GHｚ）が
出力されます。このうち Lo 24.8GHzと LIF 
２６．０８GHzを同居、重畳アンプして導波
管ミキサーに注入します。導波管ミキサーで

は Loの２倍ハーモニック信号４９．６GHｚ
と LIF ２６．８GHz のミックス で７５．
６８０GHｚを得ておりますが、７５G付近の
他の出力波として Lox3、LIFx3、Lo+LIF
ｘ３等、同レベル相当が居ますので導波管フ

ィルターで除去？減衰させます。 
受信系統 導波管ミキサーに入ってきた７５GHzは Lox2でミックスヘテロダインされ２６．０８
GHｚを生みます。これを３段増幅後第二ミキサーに入れ、Loが注入され IF1.28GHｚを得ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
逓倍型トランスバーター 
逓倍型はデビエーションが深くなったり、SSBが出来なかったりであまりメリットは無いのですが、
送信出力を少しでも多くと思い製作してみました。クリスタルにこだわった為、送信で３逓倍する

ため受信周波数は送信周波数の３倍にしなければならず、送信 IFは４３０MHz台、受信 IFは１．
２GHz台となりました。 
送受で親機が異なるので、トランスバーターのドリフトなどでの操作性を心配したのですが、実際

使ってみて意外な事を発見、思ったほどでは有りませんでした。送信中、４３０MHｚの３倍ハー
モニックで常に受信親機１．２９０GHｚでキャリブレーション モニターが出来るのです 
送信系統  原発６１．９８５MHｚを４００逓倍後（２４．７９５GHｚ）、送信 IF４３２MHｚ
とミックス、２５．２２７GHｚを６段増幅後、導波管ミキサー逓倍器で３逓倍し７５．６８０GH



ｚを得ます。 
受信系統は前記ヘテロダイン型と同じです。 
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